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い
わ
ゆ
る
「
密
約
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

岡
田
外
務
大
臣
は
、
就
任
当
初
か
ら
、
非
核
三
原
則
に
絡
む
核
持
ち
込
み
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
外
務
省
の
各
種
「
密
約
」
の
徹

底
調
査
を
指
示
し
て
い
る
。
外
務
省
の
内
部
調
査
の
過
程
で
「
関
連
文
書
が
見
つ
か
っ
た
」
と
の
報
告
を
受
け
た
等
の
各
種
報

道
も
さ
れ
た
な
か
、
今
般
、
内
部
調
査
は
終
了
し
、
新
た
に
「
有
識
者
委
員
会
」
を
設
置
し
て
、
調
査
結
果
の
検
証
作
業
を

行
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
以
下
の
通
り
質
問
す
る
。

一

現
在
、
外
務
省
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
資
料
を
も
と
に
有
識
者
委
員
会
で
検
証
作
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
回
の
い

わ
ゆ
る
「
密
約
」
の
調
査
及
び
検
証
の
目
的
は
何
か
。
来
年
一
月
中
に
も
外
務
大
臣
に
出
さ
れ
る
予
定
の
報
告
書
に
は
、
ど

の
よ
う
な
内
容
が
記
載
さ
れ
る
と
予
定
し
て
い
る
の
か
。

二

政
府
と
し
て
は
、
検
証
結
果
の
報
告
内
容
に
よ
っ
て
は
、
「
密
約
」
の
認
定
を
行
う
つ
も
り
な
の
か
。

三

い
わ
ゆ
る
「
密
約
」
問
題
の
論
点
は
、
外
交
交
渉
の
透
明
性
に
対
す
る
考
え
方
、
非
核
三
原
則
と
の
整
合
性
、
文
書
の
公

開
方
法
の
あ
り
方
等
、
様
々
考
え
ら
れ
る
が
、
政
府
は
、
核
心
は
何
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

四

仮
に
「
密
約
」
を
政
府
が
認
定
し
た
場
合
、
焦
点
と
な
る
の
は
、
今
後
の
政
府
の
対
応
と
考
え
る
が
、
非
核
三
原
則
の
見

一



直
し
等
も
今
後
の
検
討
課
題
と
な
る
と
考
え
る
の
か
、
政
府
の
認
識
如
何
。

五

こ
れ
ま
で
、
米
国
の
艦
船
の
入
港
等
に
関
し
、
核
の
持
ち
込
み
に
関
連
し
て
の
事
前
協
議
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
仮
に

「
密
約
」
を
政
府
が
認
定
し
た
場
合
、
非
核
三
原
則
に
基
づ
き
、
今
後
、
政
府
は
米
国
に
対
し
事
前
協
議
を
求
め
る
意
思
が

あ
る
の
か
。

六

米
国
が
我
が
国
に
提
供
す
る
「
核
の
傘
」
と
、
我
が
国
の
非
核
三
原
則
と
の
関
係
及
び
、
整
合
性
に
対
す
る
政
府
の
認
識

如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


